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「NIE全国大会神戸大会」2日目の分科

会では、発表者の教員とともに新聞記者が

登場する公開授業や実践発表がある。姫路

市立豊富小中学校（前期課程）の公開授業

「新聞で開くメディアリテラシー～全国の子

ども新聞から迫る、情報の向こう側～」は

そのひとつだ。 

発表するのは前野翔大教諭（38）。発生

から 14年になった東日本大震災について

取り扱った、全国各地の「子ども新聞」の記

事を読み比べる取り組みを横軸に、発生時

からたびたび東北沿岸部に通う神戸新聞

報道部の上田勇紀記者（42）の取材体験を

聞く活動を縦軸に、新聞で報道される「情

報の向こう側」にある新聞各紙の意図や記

者の思いを考える。 

愛徳学園中・高校（神戸市垂水区）の実践

発表「ICTで拓く NIEの新たな地平～情

報の信頼性を確保するために～」にも神戸

新聞記者が出演し、新聞製作アプリ「ことま

ど」を使った実践事例などを紹介する。 

（兵庫県 NIE推進協議会事務局長 

 三好正文） 

記者も取材体験など語る 

公開授業や実践発表 

「不透明な時代生きる力を NIEで」 
実行委で竹内委員長 大会の参加者募集中 

7月３１日、8月１日に開催される 「第

３０回 NIE全国大会神戸大会」の第２回

実行委員会が 6月 30日、神戸市内で

開かれ、基調提案などの議案が承認され

た。大会の参加受け付けは７月８日まで。

兵庫県内の幼小中高校や高等専門学校、

特別支援学校の教職員、児童生徒、教育

委員会の職員は無料で参加できる。 

１日目は、神戸ポートピアホテル（神戸

市中央区）で、芥川賞作家小川洋子さん

の記念講演や、ジャーナリスト池上彰さ

んらによるパネル討議「情報で、いのち

を守る」が行われる。２日目は、甲南大学

岡本キャンパス（神戸市東灘区）で分科

会があり、26の公開授業・実践発表や、

特別分科会、ワークショップがある。 

実行委員会では、竹内弘明委員長が

「先行き不透明な時代を子どもたちがた

くましく生き抜いていく力を育むため

に、NIEができることは何かを、皆さん 

２０２５年６月２7日付神戸新聞朝刊教育面に掲載されました 

と共に議論していきたいと思う」とあい

さつした。 

承認された基調提案は、大会スローガ

ン「時代を読み解き、いのちを守る NIE」

に基づいて作成された。「情報で、いのち

を守る」ためには何が必要か。メディアリ

テラシーの重要性や、NIE活動を実践す

ることの意義について触れている。 

また、公開授業・実践発表の助言者・講

評者・司会・記録に関する議案が承認さ

れた。助言者は福本靖・神戸市教育長を

はじめ教育関係者、講評者は新聞・通信

社関係者や大学関係者らが務める。 

進捗状況では、6月 30日現在、約千

人の申し込みがあり、このうち教育関係

者は６００人程度であることや、初日に要

約筆記があることなどが報告された。 

初日の交流会は、ティーパーティー形

式で行われる。新聞を使ったパフォーマ

ンスを展開する「新聞女」こと西沢みゆき

さんが、全国の 2025年元日の新聞で

作ったドレスを着て登場する予定との説

明もあった。 

参加費は兵庫県外の教育関係者は３

千円、新聞・通信社関係者は１万３千円。

申し込みは大会サイトから。

https://www.kobe-

np.co.jp/info/nie2025/ 

問い合わせは NIE神戸大会事務局

TEL０７８・３６２・７００３ 

（NIE神戸大会事務局 網 麻子） 

 

出前授業で東日本大震災の取材体験を語る、上田

勇紀記者＝6月 26日、姫路市立豊富小中学校 
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